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各種用途（固定・移動）・特定小電力
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公共・一般業務
（固定・移動）

アマチュア
各種用途（固定・移動）・特定小電力
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：本調査検討会での実証試験用として想定している周波数帯

（出典：総務省電波利用ホームページ）

[1]～[6]の注釈は次ページ参照
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我が国の電波の使用状況 (400MHz帯・920MHz帯関連)
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周波数の脚注について

番号 周波数帯(MHz） 主な用途等

[１] 347.7 - 380.2
地方自治体及び電力・ガス・運輸交通等公共機関の公共業務、一般私企
業の各種業務

[２]
381.3 – 420

①デジタル空港無線、NTT東西の加入者線災害対策臨時電話、地方自
治体及び運輸交通等公共機関の公共業務、一般私企業の各種業務
②体内植込型医療データ伝送装置の免許を要しない無線局（特定小電
力無線局）
③ラジオゾンデ及び気象用ラジオ・ロボット

[３] 420 – 430
連絡無線、データ伝送装置、医療用テレメーター等の免許を要しない無
線局（特定小電力無線局）

[４] 440 – 470

①デジタル空港無線、NTT東西の加入者線災害対策臨時電話、タクシー
無線、鉄道・バス等の貨客運送事業、放送事業者の音声番組中継
②連絡無線、データ伝送装置、医療用テレメーター等の免許を要しない
無線局(特定小電力無線局）

[５] 770 – 806 放送事業用及び特定ラジオマイクによる使用は2019年3月31日まで

[６] 905 - 915, 950 - 958 MCA陸上移動通信システム及びRFIDによる使用は2018年3月31日まで
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